
組立て前に必ずよくお読み下さい。

ご準備頂くもの
・プラス(＋)ドライバー
・はさみ、またはカッターナイフ
・少し大きめのダンボール、またはやわらかい布(タオルや布団等)
　

※ 組み立て時の注意

・ 安全に組み立てるために2人以上での組立をお勧めします。

・ 組み立ては平らな場所で、床などに傷がつかないようにダンボールや柔らかい布等を敷いて行ってください。

・ 最初はゆるめに組んでおき、最後に全体のバランスを見ながらしっかりとネジを締めてください。

・ 部品は正確に取り付けてください。

収納付きデザインベッド

W-BD134,W-BD135,W-BD136

次の部品や小物を使用する場合は、必ず下記の要領を守って正しく組立てて下さい。

○ボンド・ダボ（接着について）

このボンドマークがあるところでは、
下記のようにボンドを使用します。

ダボ穴に
ボンドを垂らし、
ダボを
その上から
差し込む。

ダボに直接
ボンドを垂らし、

穴の部分を
かぶせて取り付ける。

①カムロック(受け)を穴に入れます

②カムロック(ボルト)を(受け)が

　 入ってる 箇所に差し込みます。

③カムロック(受け)をドライバーで

　 135°～180°回してください。

○カムロック受け・固定方法

WB-013NO(NOA)
WB-013NB(NOA)
013N,013NT共通、S,SD,Dサイズ共通

製品には万全を期しておりますが、万一不都合な点がございましたら、
ご遠慮なく右記までご連絡ください。

株式会社ホームテイスト

定期的に

※カムロックは取り付けが
　確実かどうか定期的に
　点検してください。

MADE IN CHINA



①横フレーム(上) x左右各1

⑦中地板 x1

⑬引出し補強板 x2 ⑭左側板 x1 ⑮右側板 x1

⑲上フレーム x1

⑯コンセントボード x1 ⑰ヘッドボード(小) x1

⑧地板 x2 ⑨引出し前板 x2 ⑩引出し側板 x左右各2 ⑪引出し奥板 x2

②横フレーム(下) x左右各1 ③補強板 x1 ④中板 x1 ⑤床板 x4

⑱ヘッドボード(大) x1

⑫引出し底板 x2

⑥フットボード x1

W-BD134,W-BD135,W-BD136



Ⓐネジ(大) x19 Ⓑボルト(大) x8 Ⓒボンド x1

Ⓕ L字型金具 x2 Ⓖネジ(小) x10 Ⓗボルト(小) x4

Ⓓカムロック x各18 Ⓔ 接続金具 x8

Ⓙネジ隠しシール x8Ⓘネジ(中) x4

W-BD134,W-BD135,W-BD136

ボルト

受け

Ⓚ床傷防止フェルト x11



※カムロックのスクリューが
　前板側に向くようにして下さい。

1

3 54

引出しを組み立てます。
⑩引出し側板と⑪引出し奥板、⑬引出し補強板を
Ⓐネジ(大)とⒾネジ(中)を使って組み立てます。
次に、⑫引出し底板を差し込み、
⑨引出し前板をⒹカムロックを使って組み立てます。

⑧地板と⑲上フレームを
Ⓐネジ(大)を使い組み立てます。

STEP2とSTEP3で組み立てた部材と⑭左側板を
Ⓓカムロックを使って組み合わせます。

同じように⑮右側板をⒹカムロックで組み立てます。

W-BD134,W-BD135,W-BD136

※カムロックの取り付け方法は
　別紙をご参照ください。

2 宮棚を組み立てます。
⑯コンセントボードと⑰ヘッドボード(小)を
Ⓐネジ(大)で組み立てます。

※コンセントのコード側の面から
　ネジを差し込んで下さい

⑩

※カムロックのスクリューが
　側板側に向くようにして下さい。

(※2組 組み立てて下さい)
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6

8 10

STEP5で組み立てた部材に⑱ヘッドボード(大)をⒹカムロックを使い組み立てます。

⑥フットボードと⑧地板を
Ⓐネジ(大)で組み立てます。

7

③補強板と④中板、⑦中地板をⒶネジ(大)を使い
図のように組み立てます。

次に、①横フレーム(上)と②横フレーム(下)をつなぎ合わせます。

9

②横フレーム(下)に
Ⓕ L字型金具を
Ⓖネジ(小)で取り付けます。

W-BD134,W-BD135,W-BD136

フレームを組み立てます。

⑥

⑧
Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓓ

Ⓓ

※カムロックのスクリューが
　ヘッドボード側に向くようにして下さい。

Ⓓ

Ⓓ
Ⓓ

Ⓓ Ⓓ
Ⓓ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

③

④

⑦

② ②

Ⓕ

Ⓖ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓕ

Ⓖ

①①

② ②
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⑭



11 12

13 14

STEP7の部材と、STEP10でつなぎ合わせたフレームを
Ⓓカムロックを使い組み合わせます。

次に、STEP8で組み立てた部材をⒽボルト(小)で組み立てます。

Ⓙネジ隠しシールでネジ部分に取りつけ、
組み立てた引出しと、⑤床板を取りつければ完成です。

W-BD134,W-BD135,W-BD136

Ⓓ
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Ⓓ
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Ⓗ

Ⓗ

Ⓗ
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Ⓙ

⑤

⑤
⑤

⑤

①

② ①

②

STEP6で組み立てた宮棚をⒷボルト(大)とⒺ接続金具を使い、組み合せます。
下図を参考に、お好みの場所にⓀ床傷防止フェルトを貼り付けます。

※フェルトの場所はあくまで参考です。
　気になる箇所にご利用ください。
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